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局
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県
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用
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員
会
事
務
局

徳
島
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
二
十
一
日

徳
島
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令徳

島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
四
十
年
徳
島
県
訓
令
第
四
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
五
条
第
一
項
の
表
中
「
午
後
一
時
ま
で
」
の
下
に
「
（
勤
務
時
間
条
例
第
六
条
第
二
項
第
二
号
又
は

第
三
号
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
は
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
休
憩

時
間
と
し
て
定
め
る
一
時
間
）
」
を
加
え
、
同
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

３

勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
同
項
の
規

定
に
よ
り
知
事
が
当
該
職
員
ご
と
に
定
め
る
勤
務
時
間
と
し
、
当
該
職
員
の
休
憩
時
間
に
つ
い
て
は
勤

務
時
間
条
例
第
六
条
の
規
定
及
び
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
徳
島
県
人
事

委
員
会
規
則
七
―
一
。
以
下
「
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
同
項
の
規

定
に
よ
る
勤
務
時
間
の
割
振
り
等
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
行
わ
れ
た
当
該
職
員
か
ら
の
申
告
を
考

慮
し
て
知
事
が
定
め
る
休
憩
時
間
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
九
号
）
第
四
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
口
頭
に
よ
り
命
ず
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
条
第
三
項
中
「
を
も
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、
「
休
日
及
び
」
を
「
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第

三
項
及
び
勤
務
時
間
条
例
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
、
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
第
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
超
勤
代
休

日
、
休
日
並
び
に
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
徳
島
県
人
事
委
員
会
規

則
七
―
一
。
以
下
「
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
」
と
い
う
。
）
」
を
「
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
」
に
改

め
る
。

第
三
十
五
条
の
見
出
し
を
「
（
運
転
免
許
の
確
認
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
原
本
に
限
る
」

を
「
運
転
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類
又
は
電
磁
的
記
録
を
含
む
」
に
、
「

免
許
証
の
」
を
「
運
転
免
許
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
運
転
免
許
証
」
を
「
当
該
運
転
免
許
」
に

改
め
る
。附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
五
条
の
改
正
規
定
は
、
同
年

三
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。


